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▪自己紹介
▪ 茨城県取手市出身→岩手大学へ

▪ 札幌に就職後、岩手にＪターン

▪センターの概要
▪ 岩手大学農学部教授が創設

▪ 平成17年設立

▪ 専従職員３名＋広田先生

▪主な仕事
▪ 住民主体の地域づくり支援

▪ 住民による実践支援、行政との
協働の仕組みづくり

▪ 農村交通づくり支援

▪ 地域交通計画策定と実践、住民
主体の移動支援

▪ 中間支援人材の育成

▪ 民間、行政職員他

当センターの紹介

市町村行政
住民組織
（〇〇振興会、
〇〇自治会）

中間支援
（NPO・行政）

相談
御用聞き

情報共有
政策提案

いわせん

協働

➢ いわせんの立ち位置

住民主体の
地域づくり

みんなでつくる
地域交通

お互い様の
地域福祉

農地保全と
集落生き残り

➢ いわせんの仕事の広がり

総務省 厚労省国交省 農水省
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当センターが関わる地域公共交通業務 3
地域交通計画策定

R6 住田町、遠野市
R5 八幡平市、丸森町
R3 蔵王町
R2 加美町
H27 岩手町
H26 藤里町
H25 大槌町、釜石市
H23 岩泉町、宮古市、

山田町
H22 北上市
H19 田野畑村、西和賀町

路線見直し、
デマンド導入等

R6 鶴岡市朝日
R5 村上市山北地区
R3 鶴岡市藤島・櫛引
R1 葛巻町
H29 花巻市大迫
H29 雫石町
H23 宮古市川井
H22 七戸十和田

住民主体交通づくり

R6 白石市白川地区
R5 白石市小原地区
R4 奥州市伊手
H30 奥州市稲瀬
H28 遠野市小友

主なもの

情報誌・デザイン
（路線図、時刻表、バスデザイン、バス停デザイン等）



▪地域の概況
▪ 人口 5,000人、面積 283.9㎞2

▪ バス事業者１社、バス路線５路線

▪ 病院送迎バスが地区内を網羅

▪発生した交通問題
▪ 令和２年にタクシー事業者が廃業

▪ 路線バスの運行費も増加傾向

▪ 送迎バスと重複する路線も多い

事例 新潟県村上市山北地区 4

持続可能な交通ネットワーク
にしたい



見直しの手順 5
情報収集・
マップ化

バス乗車

事業者関係者
聞き取り

集落・住民
聞き取り

提 案

導入支援

寒川・府屋線

大毎線

中継線

雷線
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新・ネットワーク

▪交通の見直し（Ｒ５～）
▪ バス路線を２路線廃止、１路線新設

▪ 地元ＮＰＯ法人による空白地有償運送を導入

▪ マニュアル配車、ダイヤナシ、ドアツードアサービス

▪見直しの効果
▪ 利用者増

▪ オペレーションの修正等
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公共交通担当者の様子 7

長期休養

退 職

ワンオペ
業務
ワンオペ
業務



交通政策の大きな流れ

▪事業者主体型 → 市町村主体型 → 市町村調整型
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資料：「陸運統計」

昭和40年代前半
ピーク

国の補助
事業者の内部補助
市町村コミバス

年代区分 主たる担い手 バスに関する政策の方針

～S40年代 バス事業者 過当競争規制、安全確保

S40年代～H14 国、バス事業者 国が赤字を負担して、バス維持

H14～

（補助制度改正）

国、バス事業者

市町村

規制緩和（競争による質の向上）

幹線は国、支線は市町村

H18～

（道路運送法改正）

（活性化法制定）

国、バス事業者

市町村、住民

バス事業者の定時定路線だけが、

公共交通ではありません。

H26～

（交通政策基本法）

（活性化法改正）

法定協議会

（事務局:市町村）

あなたたちの『公共交通』は、

あなたたちが決めなさい。

R5～

（活性化法改正：

地域交通法）

法定協議会

（事務局:市町村）

多様な関係者の「共創」で

「リ・デザイン」しなさい。

図 乗合バス事業の輸送人員と走行キロ（全国） 表 地域交通の供給体制の変遷

だけでなく、つくる



事前アンケートで気になったご意見

▪「法制度、補助制度を理解する」のが大変、困難

▪「公共交通需要の見極め」に苦労

▪希望する支援
▪ 「積極的に取り組んでいる自治体担当者との繋がり、交流できる場を
提供してほしい。」

▪ 「イチから公共交通の事務、方向などについて解説していただく勉強
会などを開催してほしい。」

▪ 「専門用語やわかりにくい公共交通関係の仕組みをわかりやく説明し
ているWEBページ（容易に検索できるため）」
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本町では公共交通に関わる
職員が1名のため庁内での知
識、ノウハウの蓄積や継承
がうまくできていません。
引継ぎ書と参考書類がある

だけです…。

https://kotsutorisetsu.com/



地域公共交通業務に取り組む皆さんへ伝えたいこと10

１．ニーズを聞くな

２．あなたが「使いたい」と思う交通をつくれ

３．攻略すべきは「車」ではなく「人」

４．業務遂行の前に「愛着」づくり

関係者調整をするには
だれよりも内実を

知っている必要がある！



１．ニーズを聞くな

▪ニーズと需要は違う。

▪需要は事業内容（＝サービス水準）で変わる。

▪事業は交通資源（≒シーズ）で変わる。
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シーズ ニーズ

需
要

事
業

こうなったらいいな、
こんな交通があったらいいな
（希望）

企業・団体・個人
が持っている技術、
人材、サービス等
（交通資源）

対価を払ってでも
利用したい

無理なく持続的に
行える範囲

まず、交通資源を
洗い出すべし

住民には「移動の実態」を
聞くべし。



ニーズと聞くときの注意 12

アクティブ
リスニング

アンビエント
リスニング

相手が伝えたい本質的な事
柄や感情を汲み取り、主体的
に内容を把握する

アンビエント（ambient）
＝周囲の、包囲した

ex.アンビエントミュージック

相手を取り巻く環境や実情
を収集し、分析し、理解する。

本当に困っている人は、
「困っている」と言わない



２．あなたが「使いたい」と思う交通をつくれ

▪これからの利用対象者は

「車を運転してきた人」

▪感覚は“私たち”と一緒
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A市町村調査結果

バス停があることが不便
ダイヤがあることが不便

おでかけの
旅程提案をすべし



▪「乗務員」と「経営陣」の違いに気を付ける
▪ 利用者の利便性、快適性に直接影響を与えるのは「乗務員」

▪会社の組織性の多様さに配慮し、合わせる
▪ 乗合バス事業者

▪ 貸切バス事業者

▪ 貨物事業者

▪ タクシー会社

３．攻略すべきは「車」ではなく「人」 14

乗務員に好かれるべし

【会社ヒアリング項目例】＊タクシーの場合
• 社長の年齢、乗務員人数と年齢、車両台数
• あと乗務員がいるといいか
• 乗務員は歩合制か定額制か、歩合率
• 1日1台の平均売上、1人あたりの平均運賃
• 後継ぎはいるか



４．業務遂行の前に「愛着」づくり 15
▪調べる、乗る、しゃべる

▪ 体験すると愛着が湧く

▪ 顔が見えると愛着が湧く

▪その時に「戸惑った点」が
直すべき点



むすびに 16

制度は実態に
合わせて柔軟に
変えられている

「実情がこうだから、
こうありたい」

という具体的なビジョン
が制度を変える
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